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は
じ
め
に

山
口
県
萩
市
大
井
市
場
の
大
井
八
幡
宮
に
伝
来
す
る《
奔
馬
図
》絵
馬
１（
図

１
）は
総
金
地
に
黒
馬
一
頭
が
描
か
れ
る
。
本
絵
馬
は
、
幕
末
期
の
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）に
、
熊
毛
郡
大
野（
現
在
の
山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
）を
領
し
て

い
た
大
野
毛
利
家
・
毛
利
熈
頼（
同
家
第
八
代
当
主
、
一
八
〇
三
～
七
一
）が
、

家
臣
の
絵
師
・
長
八
海（
一
八
一
一
～
九
三
）に
描
か
せ
て
、
当
時
の
国
名
で

は
長
門
国
阿
武
郡（
現
在
の
山
口
県
萩
市
阿
武
郡
阿
武
町
お
よ
び
山
口
市
の

旧
阿
東
町
域
）の
総
社
・
大
井
八
幡
宮
へ
奉
納
し
た
絵
馬
で
あ
る
。

同
絵
馬
の
裏
面
に
は
墨
書
銘
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
ま
ず
本
絵
馬
に
は
原
図
に
当
た
る
絵
馬
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
戦
国

期
の
天
正
四
年（
一
五
七
六
）に
吉
見
正
頼（
戦
国
時
代
の
津
和
野
の
領
主
、

一
五
一
三
～
八
八
）の
奉
納
し
た
絵
馬
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
後
の
江
戸

時
代
に
は
、
吉
見
家
の
家
名
を
継
ぐ
大
野
毛
利
家（
吉
見
広
頼
の
娘
と
縁
組

し
た
吉
川
広
家
の
子
・
吉
見
政
春〈
後
の
毛
利
就
頼
〉が
祖
）の
当
主
た
ち
が
、

天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
を
繰
り
返
し
透
き
写
し
し
、
再
奉
納
し

て
い
た
様
相
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
作
品
紹
介
：
長
八
海
《
奔
馬
図
》
絵
馬
（
一
八
六
一
年
奉
納
、
萩
・
大
井
八
幡
宮
蔵
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
野
　
広
海図１：長八海《奔馬図》絵馬　文久元年（1861）奉納　萩・大井八幡宮蔵
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こ
の
た
め
、
本
絵
馬（
以
下
、
長
八
海《
奔
馬
図
》）は
、
吉
見
正
頼
と
大
野

毛
利
家
と
を
つ
な
ぐ
作
品
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
正
四
年
の
奉
納
絵
馬
が
後

世
に
写
さ
れ
何
度
も
奉
納
さ
れ
て
い
く
様
相
を
今
に
伝
え
る
作
品
と
し
て
、

他
に
は
多
く
の
類
例
を
見
出
せ
な
い
作
例
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
本
稿
に
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
。

た
だ
し
、
長
八
海《
奔
馬
図
》の
紹
介
は
本
稿
が
初
め
て
で
は
な
い
。
初
め

て
の
紹
介
は
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
お
そ
ら
く『
絵
馬
の
世
界
』（
一
九
九
一

年
、
山
口
県
立
山
口
博
物
館
）で
あ
る
。
そ
の
後
、『
史
料
で
読
む
萩
市
大
井

の
歴
史
』（
斉
藤
定
編
、
二
〇
〇
三
年
）に
掲
載
、
言
及
さ
れ
て
い
る
。
な
お

先
年
、
筆
者
も
担
当
者
と
し
て
か
か
わ
っ
た『
特
別
展　

益
田
氏
V
S
吉
見

氏
―
石
見
の
戦
国
時
代
―
』（
中
司
健
一
・
角
野
広
海
編
、
二
〇
一
九
年
、
島

根
県
立
石
見
美
術
館
）に
出
品
さ
れ
小
図
録
に
も
掲
載
の
機
会
を
得
た
の
だ

が
、
い
ま
だ
詳
細
な
紹
介
に
い
た
ら
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
に
あ
ら
た
め
て

取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で
長
八
海《
奔
馬
図
》の
概
要
を
記
し
た
上
で
、

第
二
章
で
は
裏
面
の
墨
書
銘
か
ら
知
ら
れ
る
模
写
と
奉
納
の
状
況
と
経
緯
に

つ
い
て
、
第
三
章
で
は
裏
面
の
墨
書
以
外
の
史
料
か
ら
追
加
で
知
ら
れ
る
事

柄
に
つ
い
て
、
第
四
章
で
は
文
化
年
間
の
奉
納
者
・
毛
利
親
頼
と《
源
範
頼

像
》（
横
浜
市
・
太
寧
寺
蔵
）に
つ
い
て
、
第
五
章
で
は
画
面
の
分
析
に
も
と

づ
く
図
様
の
特
色
に
つ
い
て
、
調
査
と
考
察
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

一　

作
品
の
概
要

　

長
八
海《
奔
馬
図
》の
画
面
の
法
量
は
、
縦
九
〇
．
〇
㎝
、
横
一
一
九
．
〇
㎝

で
あ
る
。
木
枠
で
額
装
さ
れ
た
板
絵
馬
で
あ
り
、
画
面
に
は
総
金
地
を
背
景

に
黒
馬
が
ま
さ
に
飛
び
上
が
ら
ん
と
す
る
様
が
描
か
れ
る
。
金
地
は
一
一
．

〇
㎝
角
の
金
箔
に
よ
る
。
黒
馬
は
ほ
ぼ
全
身
が
墨
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
目

元
、
口
元
、
足
先
に
は
白
色
の
顔
料（
胡
粉
か
）も
用
い
ら
れ
て
い
る（
図
２
、

３
、４
）。
金
箔
と
墨
の
剥
落
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
最
下
層
に
は
赤
茶
色

の
下
地
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る（
図
５
）。

図４：足先部分

図５：赤茶色下地部分 図３：口元部分

図２：目元部分
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こ
の
赤
茶
色
部
分
の
素
材
と
技
法
に
つ
い
て
は
、
画
面
全
体
に
接
着
剤
と

し
て
漆
を
塗
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
い
ま
不
明
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

　

絵
馬
の
裏
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る（
図
６
）
2
。

 

長
八
海《
奔
馬
図
》　

裏
面
墨
書

　
　

  【 

翻      

刻
文
】

 

天     

正 

四
年
八
月

正（
吉
見
）頼
公
御
寄
附
之
額
、
墨
画
放
馬
之
図
、

経
星
霜
、
損
故
、
元
文
五
庚
申
九
月

広（
毛
利
）圓
公
長
冨
等
源
被
仰
付
、
漉
写
放
馬

之
額
、
再
御
寄
附
、
寛
政
年
御
社
焼
亡
、

文
化
度

親（
毛
利
）頼
公
替
図
、
再
三
御
寄
附
、
依
雨
洩

損
、
神
主
願
出
、
此
度
天
正
御
寄
附
之
分

差
出
、
就

熈（
毛
利
）頼
公
命
臣
長
頼
連
元
文
之
通
模
写

被
仰
付
、
木
地
惣
金
墨
画
放
馬
之
図

相
調
、
御
寄
附
相
成
候
事
、

文
久
元
辛
酉

　
　
　

十
一
月

　　
　

 【
意
訳
】

天
正
四
年
八
月
に
吉
見
正
頼
公
が
寄
付
な
さ
っ
た
額「
墨
画
放
馬
之

図
」が
、
長
い
年
月
を
経
た
た
め
に
破
損
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
元
文
五

年
の
九
月
、
毛
利
広
円
公
が
長
冨
等
源
に「
放
馬
之
額
」を
透
き
写
し
す

図６：長八海《奔馬図》絵馬　裏面墨書部分
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る
よ
う
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
再
び
寄
付
な
さ
っ
た
。
寛
政
年
間
に
は
社
殿

が
焼
亡
し
た
。
文
化
年
間
に
は
、
毛
利
親
頼
公
が
図
を
替
え
て
、
三
度

目
の
寄
付
を
な
さ
っ
た
が
、
雨
漏
り
の
た
め
に
破
損
し
た
。
神
主
が
願

い
出
て
、
こ
の
度
、
天
正
年
間
の
寄
付
分
を（
大
井
八
幡
宮
側
か
ら
大
野

毛
利
家
様
へ
）差
し
出
し
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
毛
利
熈
頼
公
が
家
臣

の
長
頼
連（
長
八
海
）に
、
元
文
年
間
の
時
と
同
様
に
模
写
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、「
木
地
惣
金
墨
画
放
馬
之
図
」が
完
成
し
、
文

久
元
年
十
一
月
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
墨
書
に
よ
り
、
長
八
海《
奔
馬
図
》に
は
原
図
が
あ
り
、
そ
れ
は
天
正

四
年（
一
五
七
六
）に
吉
見
正
頼
が
奉
納
し
た「
墨
画
放
馬
之
図
」で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
そ
の「
墨
画
放
馬
之
図
」が
後
世
の
大
野
毛
利
家
の
当
主
た
ち

に
よ
っ
て
た
び
た
び
写
さ
れ
、
繰
り
返
し
奉
納
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
る
。
な
お
、
こ
の
墨
書
の
筆
者
は
不
明
で
あ
る
。

二　

裏
面
の
墨
書
の
詳
細

｜
模
写
と
奉
納
の
状
況
と
経
緯

　

本
章
で
は
、
模
写
と
奉
納
の
状
況
と
経
緯
に
つ
い
て
、
長
八
海《
奔
馬
図
》

の
裏
面
の
墨
書
か
ら
知
ら
れ
る
事
柄
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
裏
面
の
墨
書
の
内
容
を
、
あ
ら
た
め
て
時
系
列
に
沿
っ
て
整
理
す
る

と
、
次
の
Ａ
～
Ｄ
の
事
項
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ　

天
正
四
年（
一
五
七
六
）

　

戦
国
時
代
の
津
和
野
の
領
主
・
吉
見
正
頼
が
、
大
井
八
幡
宮
に
額「
墨
画

放
馬
之
図
」を
奉
納
す
る
。

Ｂ　

元
文
五
年（
一
七
四
〇
）

　

天
正
四
年
に
吉
見
正
頼
の
奉
納
し
た「
墨
画
放
馬
之
図
」が
経
年
劣
化
で
破

損
し
た
た
め
、
毛
利
広
円（
大
野
毛
利
家
第
五
代
当
主
）が「
長
冨
等
源
」に
命

じ
て
、
天
正
四
年
の
奉
納
絵
馬
を「
透
き
写
し
」さ
せ
、
再
奉
納
す
る
。

Ｃ　

寛
政
元
年（
一
七
八
九
）～
文
化
一
五
年（
一
八
一
八
） 

　

寛
政
年
間（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）に
、
大
井
八
幡
宮
の
社
殿
が
焼
亡
す

る
。

　

文
化
年
間（
一
八
〇
四
～
一
八
）に
、
毛
利
親
頼（
大
野
毛
利
家
第
七
代
当

主
）が
図
を
替
え
て「
再
三
」奉
納
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ　

文
政
元
年（
一
八
一
八
）～
文
久
元
年（
一
八
六
一
）

　

文
化
年
間
の
毛
利
親
頼
の
奉
納
絵
馬
が
、
雨
漏
り
に
よ
っ
て
破
損
す
る
。

　

神
主
の
願
い
出
に
よ
っ
て
、
大
井
八
幡
宮
か
ら
大
野
毛
利
家
へ
、
天
正
四

年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
が
差
し
出
さ
れ
る
。

　

毛
利
熈
頼（
大
野
毛
利
家
第
八
代
当
主
）が
家
臣
の
絵
師
・
長
頼
連（
長
八

海
）に
命
じ
、
元
文
年
間
の
時
と
同
様
に
、
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵

馬
を「
模
写
」さ
せ
る
。

　

文
久
元
年
に
、
毛
利
熈
頼
が
大
井
八
幡
宮
へ「
木
地
惣
金
墨
画
放
馬
之
図
」
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を
奉
納
す
る（
こ
の「
木
地
惣
金
墨
画
放
馬
之
図
」が
、
本
稿
で
云
う
長
八
海

《
奔
馬
図
》で
あ
る
）。

　

次
に
、
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
と
経
緯
つ
い
て
、
当
時
の
政

治
状
況
や
時
代
背
景
等
も
含
め
て
考
察
を
加
え
る
。

Ａ 　

天
正
四
年（
一
五
七
六
）｜
吉
見
正
頼
に
よ
る
奉
納

　

大
井
八
幡
宮
へ
の
一
連
の
絵
馬
奉
納
の
始
ま
り
は
天
正
四
年
の
こ
と
で

あ
る
が
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
石
見
国
の
西
部
で
は
、
益

田
を
拠
点
と
し
て
い
た
益
田
氏
と
、
津
和
野
を
拠
点
と
し
て
い
た
吉
見
氏
と

が
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
長
門
国
阿
武
郡
は
両
氏
の
争
奪
地
と
な
っ
て
い
た

が
、
天
正
四
年
当
時
、
阿
武
郡
の
大
半
は
吉
見
正
頼
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
3
。
そ
し
て
、
そ
の
長
門
国
阿
武
郡
の
総
社
が
大
井
八
幡
宮

で
あ
っ
た
4
。

　

長
八
海《
奔
馬
図
》の
裏
面
の
墨
書
に
よ
れ
ば
、
天
正
四
年
八
月
に
吉
見
正

頼
は「
墨
画
放
馬
之
図
」を
奉
納
し
た
と
あ
る
。
す
な
わ
ち「
水
墨
技
法
」に
よ

る「
放
馬
」の「
画
」と
い
う
記
載
で
あ
っ
て
、「
放
馬
」と
い
う
語
か
ら
は
、
奉

納
絵
馬
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る「
神
馬
」や「
繋
馬
」「
曳
馬
」で
は
な
く
、

「
牧
馬
」や
放
牧
馬
、
跳
躍
や
走
駆
す
る
姿
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
天
正
四
年
奉
納
の「
墨
画
放
馬
之
図
」は
現
在
の
大
井
八
幡
宮
に
は
見
当

た
ら
ず
、
他
所
も
含
め
て
現
存
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。「
墨
画

放
馬
之
図
」の
作
者
絵
師
に
つ
い
て
は
情
報
が
な
く
、
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　　
Ｂ 　

元
文
五
年（
一
七
四
〇
）｜
毛
利
広
円
に
よ
る
奉
納

　

先
の
天
正
年
間
の
奉
納
か
ら
一
六
〇
年
余
り
が
過
ぎ
た
後
、
江
戸
時
代
中

期
に
な
っ
て
、
損
傷
し
て
い
た
絵
馬
に
代
わ
っ
て
再
奉
納
が
な
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
奉
納
者
の
毛
利
広
円（
一
七
二
九
～
七
〇
）は
大
野
毛
利
家
第
五
代

当
主
で
あ
り
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
期
間
は
元
文
元
年（
一
七
三
六
）か
ら
明

和
七
年（
一
七
七
〇
）ま
で
の
三
五
年
間
に
わ
た
っ
た
が
、
大
井
八
幡
宮
へ
絵

馬
を
奉
納
し
た
元
文
五
年
当
時
、
広
円
は
ま
だ
一
一
歳（
数
え
年
）、
当
主
の

座
に
就
い
て
か
ら
五
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
折
に
透
き
写
し
を
担
当
し
た
と
現
存
絵
馬
の
裏
面
墨
書
に
記
さ
れ
る

「
長
冨
等
源
」は
、
雲
谷
派
の
弟
子
家
の
一
つ
、
長・

冨
家（
代
々
長
州
藩
毛
利

家
に
仕
え
た
）の
絵
師
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
長
冨
家
に
は
、
元
文

五
年
前
後
、
長
冨「
等
海
」（
一
七
一
九
～
八
九
）と
い
う
絵
師
の
存
在
は
確
認

で
き
る
も
の
の
、「
等
源
」と
名
乗
る
絵
師
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
５
。
お

そ
ら
く
、
こ
の「
長
冨
等
源
」は
萩
藩
家
老
益
田
家
の
お
抱
え
絵
師
、「
永
冨
等

原
」（
？
～
一
七
五
八
）の
こ
と
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
永・

冨
家
は
雲

谷
派
の
弟
子
家
の
一
つ
で
、
等
原
は
そ
の
初
代
に
あ
た
り
、
益
田
市
の
萬
福

寺
書
院
襖
絵
の
作
者
の
一
人
に
擬
せ
ら
れ
る
絵
師
で
あ
る  

6   

。

　

こ
の
と
き
萩
藩
家
老
益
田
家
お
抱
え
の
永
冨
等
原
に
絵
馬
の
透
き
写
し

が
命
じ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
元
文
五
年
当
時
、
大
野
毛
利
家
は
萩
藩
家

老
益
田
家
と
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
両
家
の
縁
が
深
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
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る
。
毛
利
広
円
の
父
・
元
雅（
一
七
〇
二
～
三
六
）は
、
毛
利
氏
の
重
臣
・
山

内
広
直
の
次
男
で
あ
っ
た
が
、
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）に
萩
藩
家
老
益
田
家

の
分
家
・
益
田
広
明
の
家
督
を
相
続
し
、
益
田
尭
登
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
最
終
的
に
元
雅
は
大
野
毛
利
家
へ
養
子
に
入
る
が
、
正
室
に
は

益
田
就
賢（
萩
藩
家
老
益
田
家
第
七
代
当
主
）の
娘
を
迎
え
、
元
雅
と
益
田
就

賢
の
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
、
後
の
元
文
五
年
の
奉
納
者
、
毛
利
広
円

で
あ
っ
た
7
。

　
Ｃ　

寛
政
元
年（
一
七
八
九
）～
文
化
一
五
年（
一
八
一
八
）｜
毛
利
親
頼
に

よ
る
奉
納

　

寛
政
年
間（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）に
は
大
井
八
幡
宮
の
社
殿
が
焼
亡
し

た
が
、
そ
の
際
に
、
そ
れ
ま
で
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
、

絵
馬
裏
面
の
墨
書
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
の
文
久
元
年

の
奉
納（
Ｄ
）で
、
天
正
四
年
奉
納
の
絵
馬
が
大
野
毛
利
家
に
差
し
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
天
正
四
年
の
奉
納
絵
馬
は
無
事
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

次
の
奉
納
者
と
な
る
毛
利
親
頼（
一
七
七
五
～
一
八
三
五
）は
、
大
野

毛
利
家
第
七
代
当
主
で
あ
り
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
期
間
は
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）か
ら
天
保
六
年（
一
八
三
五
）で
あ
っ
た
。

　

長
八
海《
奔
馬
図
》の
裏
面
の
墨
書
に
は
、
毛
利
親
頼
が「
替
図
再
三
御
寄

附
」（
図
を
替
え
て
再
三
寄
付
し
た
）と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
再
三
」と
い

う
言
葉
は「
繰
り
返
し
」の
意
味
で
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
天
正
四

年
の
奉
納
か
ら
数
え
て「
三
度
目
」の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
解
釈
し
た
方

が
、
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。

Ｄ　

文
政
元
年（
一
八
一
八
）～
文
久
元
年（
一
八
六
一
）｜
毛
利
熈
頼
に
よ

る
奉
納

　

文
化
年
間（
一
八
〇
四
～
一
八
）に
毛
利
親
頼
の
再
奉
納
し
た
絵
馬
は
、
そ

の
後
ど
こ
か
の
時
点
で
雨
漏
り
に
よ
っ
て
破
損
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
年
代

は
不
明
で
あ
る
。

　

次
の
奉
納
者
と
な
る
毛
利
熈
頼（
一
八
〇
三
～
七
一
）は
大
野
毛
利
家
第
八

代
当
主
で
あ
り
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
期
間
は
天
保
六
年（
一
八
三
五
）か
ら

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）ま
で
で
あ
る
。

　
「
模
写
」を
担
当
し
た
長
八
海（
名
は
頼
連
、
号
は
八
海
、
一
八
一
一
～

九
三
）は
、
大
野
毛
利
家
の
家
臣
で
、
大
野
毛
利
家
の
領
地
、
熊
毛
郡
大
野

（
現
在
の
山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
）を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
地
方
画
家
で

あ
る
。
岸
派
の
画
家
で
、
写
生
を
重
ん
じ
、
特
に
虎
の
絵
を
得
意
と
し
た
。

天
保
五
年
五
月
か
ら
天
保
六
年
九
月
ま
で
、
毛
利
熈
頼
に
従
っ
て
江
戸
へ

行
き
、
大
窪
詩
仏（
一
七
六
七
～
一
八
三
七
）、
春
木
南
湖（
一
七
五
九
～

一
八
三
九
）、
春
木
南
溟（
一
七
九
五
～
一
八
七
八
）、
鏑
木
雲
譚（
一
七
八
三

～
一
八
五
二
）な
ど
の
画
家
た
ち
と
交
流
が
あ
っ
た
。
文
久
元
年
の
奉
納
時
、

長
八
海
は
六
〇
歳
で
あ
っ
た
8
。

　

長
八
海《
奔
馬
図
》の
裏
面
の
墨
書
に
よ
れ
ば
、
毛
利
熈
頼
は
長
八
海
に
命

じ
て「
元
文
之
通
」り
に「
模
写
」を
さ
せ
た
。
こ
の「
元
文
之
通
」と
い
う
の
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は
、
元
文
五
年
の
段
階（
B
）で
、
天
正
四
年
奉
納
の
吉
見
正
頼
の
絵
馬
を「
透

き
写
し
」し
た
、
そ
の
元
文
年
間
の
時
の
方
法
と
同
様
に
、
と
い
う
意
味
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で「
透
き
写
し
」 

で
は
な
く「
模
写
」と
い
う「
写

し
」の
よ
り
広
い
意
味
を
持
つ
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
模
写

が
、「
透
き
写
し
」と
違
い
原
本
の
横
に
紙
を
置
い
て
原
本
を
見
な
が
ら
写
し

取
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、「
透
き
写
し
」と
同
義
で
原
本
の
上
に
薄
い
紙

を
乗
せ
て
ト
レ
ー
ス
す
る
こ
と
の
意
な
の
か
判
然
と
し
な
い
9
。

三　

他
の
史
料
に
み
る
大
井
八
幡
宮
の
絵
馬

　

本
章
で
は
、
長
八
海《
奔
馬
図
》の
裏
面
の
墨
書
以
外
の
史
料
か
ら
、
大
井

八
幡
宮
の
絵
馬
に
関
し
て
知
ら
れ
る
事
柄
を
紹
介
す
る
。
本
章
で
取
り
扱
う

史
料
は
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
防
長
両
国
内
の
寺
社
か
ら
萩
藩
絵
図
方
へ
、

そ
の
縁
起
、
古
文
書
、
宝
物
な
ど
を
報
告
し
た『
防
長
寺
社
由
来
』1
0
。
第
二

に
、
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）に
大
井
八
幡
宮
か
ら
毛
利
親
頼
へ
差
し
出
さ
れ

た
願
書
の
控
え「
吉
見
正
頼
御
寄
進
之
古
絵
馬
漉
写
願
書
控
」（
大
井
八
幡
宮

蔵
、
萩
博
物
館
寄
託
）で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
本
稿
と
の

関
連
個
所
を
紹
介
す
る
。

三
―
一　
『
防
長
寺
社
由
来
』の
内
容

　
『
防
長
寺
社
由
来
』の
中
に
は
、
大
井
八
幡
宮
か
ら
萩
藩
絵
図
方
へ
の
報
告

内
容
と
し
て
、
次
の
ａ
～
ｆ
ま
で
の
六
つ
の
史
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ａ　

 「
長
州
阿
武
郡
惣
社
大
井
郷
八
幡
宮
由
緒
書
」（
一
七
四
二
年
、
執
筆
者

は
神
主
の
阿
武
帯
刀
）

ｂ　

 「
寛
保
二
壬
戊
二
月
日
由
緒
仕
出
控
へ　

長
州
阿
武
郡
惣
社
八
幡
宮
由

緒
」（
一
七
四
二
年
、
執
筆
者
は
神
主
の
阿
武
帯
刀
）

ｃ　

 「
宝
暦
十
二
午
ノ
閏
四
月
ニ
地
方
よ
り
付
出
の
控
」（
一
七
六
二
年
、
執

筆
者
は
神
主
の
阿
武
帯
刀
）

ｄ　

 「
長
州
阿
武
郡
惣
社
大
井
郷
八
幡
宮
開
基
之
由
緒
略
」（
一
七
七
八
年
、

執
筆
者
は
神
主
の
阿
武
大
炊
）

ｅ　

 「
大
井
郷
八
幡
宮
御
済
納
米
銭　

同
郷
々
役
人
文
書　

吉
宣
」（
執
筆
年

執
筆
者
不
詳
。
永
正
五
年
と
天
正
五
年
の
文
書
の
写
し
）

ｆ　

 「
阿
武
郡
大
井
郷
八
幡
宮
御
済
納
米
銭
役
人
文
書
」（
執
筆
年
、
執
筆
者

不
詳
。
e
の
写
し
）

　

こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
、
本
稿
で
注
目
す
る
大
井
八
幡
宮
の
奉
納
絵
馬
や

そ
の
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
の
は
、ａ
、
ｂ
、
ｄ
の
三
つ
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
三
つ
の
史
料
の
当
該
部
分
翻
刻
文
と
若
干
の
解
説
を

記
す
1
1
。

ａ　
「
長
州
阿
武
郡
惣
社
大
井
郷
八
幡
宮
由
緒
書
」

　　
【
翻
刻
文
】

　
　
　
（
前
略
）

　

一
元
亀
四
年
癸
酉
八
月
廿
日
吉
見
広
頼
公
初
て
当
社
御
参
詣
有
之
候
事
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一
当
社
上
葺
檜
皮
御
造
営
の
事

　
　
　

天
正
六
戊
寅
八
月　
　

大
願
主　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

右
棟
札
年
号
等
の
写
ニ
て
御
座
候
事

　
　
　
（
中
略
）

　

一 

古
額　
　
　
　
　
　
　

壱
枚　

願
主
源
（
吉
見
）正
頼
ト
書
記
御
座
候
事

　
　
　

右
の
古
が
く
社
内
ニ
御
座
候
事

　

一
絵
馬　

 　

一
枚　

広
四
尺
四
寸
程
也
、
惣
金
地
ニ
し
て
黒（
墨
）
絵
馬
壱
疋

　
　
　

 

右
の
絵
馬
往
古
よ
り
社
ニ
懸
り
居
申
候
事
、
願
主
吉
見
広
頼
公
の
御

奇
（
マ
マ
）進
と
申
伝
御
座
候
事

　
　
　
（
後
略
）

　
【
解
説
】

　
ａ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、元
亀
四
年（
一
五
七
三
）に
吉
見
広
頼（
一
五
三
五
？

～
一
六
一
三
、
吉
見
正
頼
の
長
男
）は
大
井
八
幡
宮
に
初
め
て
参
詣
し
た
。
天

正
六
年（
一
五
七
八
）に
は
吉
見
正
頼
が
、
大
井
八
幡
宮
の
屋
根（
檜
皮
葺
き
）

の
造
営
を
命
じ
た
。

　
ａ
の
史
料
が
記
さ
れ
た
寛
保
二
年（
一
七
四
二
）時
点
で
は
、
大
井
八
幡
宮

の
宝
物
と
し
て
、
吉
見
正
頼
の
奉
納
し
た「
古
額
」一
枚（
お
そ
ら
く
扁
額
）

と
、
吉
見
広
頼
の
奉
納
し
た「
絵
馬
」一
枚
が
あ
っ
た
。
こ
の
広
頼
の
奉
納
絵

馬
は
、
お
そ
ら
く
長
八
海《
奔
馬
図
》の
裏
面
墨
書
に
い
う
、
天
正
四
年
の
吉

見
正
頼
の
奉
納
絵
馬「
墨
画
放
馬
之
図
」の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
、
記
載
に
齟
齬

が
あ
る
点
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
正
頼
の
奉
納
と
広
頼
の
奉

納
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
判
断
で
き
な
い
。
そ
の
絵
馬
が
四
尺
四
寸（
約

一
三
三
㎝
）程
の
大
き
さ
で
、「
惣
金
地
」で
あ
る
こ
と
は
、
長
八
海《
奔
馬
図
》

の
裏
面
の
墨
書
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
有
益
な
情
報
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
絵
馬
が「
一
枚
」と
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
重
要
な
情
報
で
あ

る
。
神
馬
図
絵
馬
を
奉
納
す
る
場
合
、
絵
馬
二
面
そ
れ
ぞ
れ
に
神
馬
を
描
き
、

二
面
一
対
で
寺
社
に
奉
納
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
1
2
。
よ
っ
て
吉
見
広
頼

（
あ
る
い
は
正
頼
）の
奉
納
絵
馬
も
、
当
初
は
二
面
一
対
の
も
の
だ
っ
た
可
能

性
も
残
る
が
、
少
な
く
と
も
寛
保
二
年（
一
七
四
二
）の
時
点
で
は
一
面
し
か

な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ｂ　
「
寛
保
二
壬
戊
二
月
日
由
緒
仕
出
控
へ　

長
州
阿
武
郡
惣
社
八
幡
宮
由
緒
」

　
【
翻
刻
文
】

　
　
　
（
前
略
）

　

一
天
正
四
子
源
（
吉
見
）正
頼
公
当
村
へ
御
入
部

　

 

一 

天
正
六
戊
寅
八
月
檜
皮
御
葺
替
御
造
営
、
大
願
主
吉
見
大
蔵
太
輔
源
朝

臣
正
頼
公
、
大
宮
司
胤
時

　
 

一 

正
頼
公
御
直
筆
の
額
壱
枚
、
次
ニ
四
尺
四
方
惣
金
地
に
し
て
墨
絵

放
馬
壱
疋
正
頼
公
御
奇
進
、
年
久
敷
相
成
零
落
仕
、
元
文
五
申
年

毛（
大
野
毛
利
広
円
）

利
彦
次
郎
殿
へ
御
願
申
出
御
仕
変
被
仰
付
、
右
弐
品
被
成
御
預
ヶ
于

今
所
持
仕
候

源
朝
臣
正
頼
公
命

源
頼
真
謹
誌
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（
中
略
）

　

一
天
正
四
子
年
ヨ
リ
吉
見
殿
御
領
分
ニ
相
成
暫
ク
年
数
相
立
、
慶
長
年
中

　
　

よ
り
宍
道
外（

元
智
）記
殿
御
領
分
ニ
相
成
り

　
　
　
（
中
略
）

　

 

一 

源
正
頼
霊
神
ニ
祭
リ
社
内
ニ
有
之
、
三
月
廿
一
日
に
祭
事
相
調
御
祈
禱

物
差
出
申
候
事　

于
時
天
明
九
酉

　
　
　
（
中
略
）

　

 

一 

同
上
葺
檜
皮
御
造
営　

正
頼
公
天
正
四
年
ニ
当
郷
へ
御
入
来

　
　

天
正
六
戊
寅
八
月
大
願
主
吉
見
大
蔵
人
太
輔
源
朝
臣
正
頼

　
　
　
（
中
略
）

　

一
古
額
壱
枚　

願
主
源

（
吉
見
）正
頼
と
書
付
御
座
候

　
　
　

但
、
右
の
古
額
社
内
ニ
御
座
候
事

　

一
絵
馬
壱
枚

　
　
　

 

但
、
広
サ
四
尺
四
方
程
也
、
惣
金
地
ニ
し
て
墨
絵
の
馬
壱
疋

　
　

 　

 

右
往
古
よ
り
社
ニ
懸
り
居
申
候
、
願
主
吉
見
広
頼
公
の
御
寄
進
と
申

伝
御
座
候
、
尤
絵
師
相
知
不
申
候

　
　
　
（
後
略
）

　
　
【
解
説
】

　

天
正
四
年（
一
五
七
六
）に
、
吉
見
正
頼
は
大
井
八
幡
宮
の
所
在
す
る
大
井

村
へ
入
部
し
た
。

　

大
井
八
幡
宮
に
、
吉
見
正
頼
の
奉
納
し
た「
古
額
」が
あ
っ
た
こ
と
は
、
先

述
の
ａ
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
ｂ
の
史
料
で
は
、
そ
の「
古
額
」が
正

頼
の「
直
筆
」で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
天
明
九
年（
一
七
八
九
）の
時
点
で
は
、
大
井
八
幡
宮
の
中
で
吉

見
正
頼
を
神
霊
と
し
て
祀
り
、
同
年
三
月
二
一
日
に
は
祭
事
を
行
い
、
祈
祷

物
を
差
し
出
し
た
と
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
大
井
八
幡
宮
に
と
っ
て
吉
見
正
頼

は
重
要
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
大
野
毛
利
家
も
天
正
年

間
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
を
繰
り
返
し
写
し
、
再
奉
納
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　
ｄ　
「
長
州
阿
武
郡
惣
社
大
井
郷
八
幡
宮
開
基
之
由
緒
略
」

　
【
翻
刻
文
】

　
　
　
（
前
略
）

　

一
同
上
葺
檜
皮
御
造
営
、
天
正
六
戊
寅
八
月
大
願
主
吉
見
大
蔵
人
大
輔
源

　
　

朝
臣
正
頼

　
　
　
（
中
略
）

　

一 

天
正
四
年
丙
子
八
月
廿
一
日
吉
見
正
頼
公
当
郷
え
初
て
御
入
来
、
御
宿

阿
武
式
部
善
宣

　
　
　
（
後
略
）

　
【
解
説
】

  

吉
見
正
頼
が
、
天
正
四
年
八
月
二
一
日
に
大
井
郷
へ
初
め
て
入
り
、
天
正

六
年
八
月
に
大
井
八
幡
宮
の
屋
根（
檜
皮
葺
き
）を
造
営
し
た
と
い
う
記
載
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は
、
他
の
史
料
の
記
述
と
矛
盾
し
な
い
。

三
―
二　
「
吉
見
正
頼
御
寄
進
之
古
絵
馬
漉
写
願
書
控
」（
大
井
八
幡
宮
蔵
、

萩
博
物
館
寄
託
）の
内
容

　

本
史
料（
図
７
）は
、
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）に
大
井
八
幡
宮
か
ら
文
化
年

間
の
奉
納
者
・
毛
利
親
頼
へ
差
し
出
さ
れ
た
願
書
の
控
え
で
あ
り（
長
八
海

《
奔
馬
図
》の
裏
面
の
墨
書
で
は
、
六
頁
の
C
の
時
期
に
該
当
す
る
）、
大
井

八
幡
宮
文
書
を
調
査
し
た
結
果
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
１
３
。
そ
の
内
容
の

要
点
は
、「
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
を
透
き
写
し
し
て
再
奉
納

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
管
見
で
は
こ
れ
ま
で
未
紹
介
と
思
わ

れ
る
た
め
、
こ
こ
に
翻
刻
文
と
意
訳
を
掲
げ
て
お
く
1
4
。

「
吉
見
正
頼
御
寄
進
之
古
絵
馬
漉
写
願
書
控
」　　

　
【
翻
刻
文
】

　
　
　
　

御
願
申
上
候
事

　

一
天
正
四
年
丙
子
吉
見
正
頼
公
御
寄
進
之

　
　

額
絵
馬
壱
枚
、
御
寄
附
被
遊
候
所
、
年
久
敷

　
　

故
及
零
落
ニ
、
去
ル
元
文
五
申
ノ
年
御
願

　
　

申
出
候
処
ニ
及
御
沙
汰
、
長
富
等
玄
へ
被
仰
付
、

　
　

漉
写
ニ
被
仰
付
、
御
仕
替
相
成
、
御
宝
前
ニ

　
　

奉
掛
置
候
所
ニ
、
此
度
焼
失
仕
候
、
何
候
共

　
　

以
前
之
通
、
御
寄
附
被
遊
可
被
下
候
、
偏
ニ

図７：「吉見正頼御寄進之古絵馬漉写願書控」
　　　（一七九六年、大井八幡宮蔵、萩博物館寄託）
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被
対
御
霊
神
江
願
之
通
、
御
寄
進

　
　

被
仰
付
可
被
下
候
、
左
候
時
ハ
正
頼
公
御
寄
付
之

　
　

古
絵
馬
私
所
持
仕
候
間
、
何
分
前
々
之
通

　
　

御
漉
写
し
被
仰
付
可
被
下
候
、
此
段
奉
頼
上
候
、
以
上
、

　
　
　

寛
政
八
年

　
　
　

辰
ノ
三
月

　
　

毛
伊
賀
守
様
御
願
書
ひ
か
へ

　
　
【
意
訳
】

　
　
　
　

お
願
い
申
し
上
げ
る
こ
と
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一　

 

天
正
四
年
に
吉
見
正
頼
公
の
寄
進
な
さ
っ
た「
額
絵
馬
一
枚
」を
、（
大

野
毛
利
家
様
も
そ
の
ま
ま
）寄
付
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
い
年
月

を
経
て
破
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
先
の
元
文
五
年
に（
大

井
八
幡
宮
側
か
ら
大
野
毛
利
家
様
へ
）願
い
申
し
出
ま
し
た
と
こ
ろ
、

ご
命
令
を
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
長
富
等
玄
へ
漉
き
写
し
す
る
よ
う

仰
せ
つ
け
ら
れ
、
お
取
り
替
え
な
さ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。（
新
し
い

絵
馬
を
）神
の
御
前
に
掛
け
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
か
以
前
と
同
様
に
、
寄
付
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

偏
に
御
霊
神
へ
の
願
い
と
し
て
、
寄
進
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

に
は
、
正
頼
公
の
寄
付
な
さ
っ
た
古
絵
馬
は
、
私
が
所
持
し
て
い
ま
す

の
で
、
な
に
と
ぞ
以
前
と
同
様
に
、
漉
き
写
し
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

以
上
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

寛
政
八
年

　
　
　
　

辰
年
三
月

　
　

毛
伊
賀
守（
毛
利
親
頼
）様　

願
書
の
控
え

　

こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
寛
政
年
間（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）の
社
殿
の
火

災
で
は
、
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）の
毛
利
広
円
の
奉
納
絵
馬
は
焼
失
し
た
こ

と
が
、
天
正
四
年（
一
五
七
六
）の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
は
焼
失
を
免
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
は
、
本
史
料
の
差
出

人（
お
そ
ら
く
大
井
八
幡
宮
の
神
主
）が
所
持
し
て
い
た
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
絵
馬
を
再
奉
納
す
る
際
に
は「
前
々
之
通
」り
に
、
天
正

四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
を「
透
き
写
し
」し
て
ほ
し
い
と
、
大
井
八
幡

宮
か
ら
大
野
毛
利
家
へ
願
い
出
て
い
る
。
長
八
海《
奔
馬
図
》の
裏
面
の
墨
書

で
は
、
文
化
年
間（
一
八
〇
四
～
一
八
）の
奉
納
絵
馬
に
つ
い
て
、
毛
利
親
頼

が「
図
を
替
え
て
再
三
寄
付
し
た
」と
だ
け
記
さ
れ
、「
透
き
写
し
」を
し
た
と

ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
重
要
な
情
報
で
あ
る
。「
前
々
之
通
」に
つ

い
て
は
、
ひ
と
ま
ず「
以
前
と
同
様
に
」と
意
訳
し
た
が
、「
前
々
」が
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
、
確
定
す
る
の
は
難
し
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は「
以
前
の
天

正
四
年
に
、
吉
見
正
頼
の
奉
納
し
た
絵
馬
の
通
り
に
」と
い
う
意
味
、
あ
る
い

は「
以
前
の
元
文
五
年
に
、
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
を
透
き
写

し
し
た
際
の
方
法
と
同
様
に
」と
い
う
意
味
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
文
化

年
間
に
透
き
写
し
を
担
当
し
た
絵
師
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。
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四　

文
化
年
間
の
奉
納
者
・
毛
利
親
頼
と《
源
範
頼
像
》（
横
浜
市
・
太

寧
寺
蔵
）

　

文
化
年
間
に
大
井
八
幡
宮
へ
絵
馬
を
再
奉
納
し
た
毛
利
親
頼
に
つ
い
て
、

雲
谷
等
叔《
源
範
頼
像
》（
図
８
）
1
5

か
ら
興
味
深
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

本
肖
像
画
の
像
主
・
源
範
頼（
？
～
一
一
九
三
）は
、
源
頼
朝
の
弟
で
あ
り
、

戦
国
時
代
の
津
和
野
の
領
主
・
吉
見
氏
の
祖
先
に
あ
た
る
。
本
肖
像
画
は
、

源
範
頼
の
墓
所
の
あ
る
太
寧
寺
に
伝
来
し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
は
江
戸
時

代
前
期（
一
七
世
紀
）に
別
に
祖
本
が
あ
っ
た
の
を
、
萩
藩
毛
利
家
の
お
抱
え

絵
師
・
雲
谷
等
叔（
一
七
二
二
～
七
九
）が
写
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
雲
谷
等
叔
が
先
代
の
等
竺
の
養
子
と
な
っ
て
家
督
を
継
い
だ
の
は
明
和

七
年（
一
七
七
〇
）で
あ
る
た
め
、《
源
範
頼
像
》を
写
し
た
の
は
明
和
七
年
か

ら
安
永
八
年（
一
七
七
九
）ま
で
に
絞
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
も
い
る
1
6
。

　

本
肖
像
画
の
箱
書
き
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（ 

／ 

は
改
行
を

表
す
）。

図８：雲谷等叔《源範頼像》
　　　（江戸時代中期・一八世紀後半、横浜市・太寧寺蔵）
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親（
毛
利
）頼

嘗
祗
候
東
都
、
其
帰
也
、
過
相
瀬
碕
詣
大

（
マ
マ
）寧

寺
、
此
所
葬
吾
大
祖

範
頼
之
地
也
、
因
謁
範
頼
神
位
曁
画
像
而
暦
年
／
悠
久
、
装
飾
頗
壊
、

親
頼
深
患
之
、
而
中
途
匆
々
不
遑
修
焉
、
今
茲
文
化
庚
午
之
夏
遣
家
人

黒
田
頼
久
脩
之
、
遂
其
志
焉
、
／
範
頼
廿
一
世
之
子
嫡
子
吉
見
就
頼
、

属
長
門
候
准
公
族
称
毛
利
、
親
頼
其
七
世
之
孫
也
、
聊
追
遠
致
寸
衷
、

以
記
其
事
爾
、

　
　
　
　
　
　

長
門　

毛
利
親
頼
謹
識　
　
　
　
　

東
武　

牛
山
箕
騰
敬
書

　

こ
の
箱
書
き
に
よ
る
と
、
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）に
毛
利
親
頼
が
太
寧
寺

を
訪
れ
、
本
肖
像
画
を
見
て
、
同
画
の
傷
ん
で
い
る
様
を
嘆
き
、
翌
年
の
夏

に
家
臣
の
黒
田
頼
久
を
派
遣
し
て
修
理
さ
せ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
毛
利
親

頼
が「
源
範
頼（
吉
見
氏
の
祖
）→
吉
見
就
頼（
大
野
毛
利
家
の
祖
）→
毛
利
親

頼（
大
野
毛
利
家
第
七
代
）」と
い
う
系
譜
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
て
い
る
。
毛
利
親
頼
は
、
自
ら
の
系
譜
を
確
か
に
意
識
し
、
祖
先

を
崇
拝
す
る
思
い
か
ら
、《
源
範
頼
像
》の
修
理
を
命
じ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
を
鑑
み
る
と
、
大
井
八
幡
宮
の
奉
納
絵
馬
に
つ
い
て

も
、
毛
利
親
頼
は
天
正
四
年
の
奉
納
者
・
吉
見
正
頼
が
大
野
毛
利
家
の
祖
先

で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
絵
馬
を
再
奉
納
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
一
説
で
は
、
雲
谷
等
叔
の
活
躍
年
代
を
考
慮
す
る
と
、
本
肖
像
画
は

毛
利
親
頼
の
祖
父
・
毛
利
広
円（
元
文
五
年
の
奉
納
者
）の
時
代
に
、
萩
藩
毛

利
氏
が
関
与
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

五　

図
様
の
特
色

¦
馬
の
装
具
と
姿
態

　

本
章
で
は
、
長
八
海《
奔
馬
図
》の
図
様
の
特
色
、
と
く
に
描
か
れ
た
黒
馬

の
装
具
と
姿
態
に
つ
い
て
、
他
の
作
例
を
取
り
上
げ
比
較
し
な
が
ら
紹
介
し

た
い
。

　

長
八
海《
奔
馬
図
》の
黒
馬
の
図
様
に
は
、
他
の
同
様
の
絵
馬
等
に
比
べ

て
、
次
の
二
つ
の
特
徴
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

① 

装
具
等
の
点
：
馬
を
曳
く
人
物
も
な
く
、
馬
具
等
も
着
け
ず
、
綱
で
繋

が
れ
て
も
い
な
い

　

② 

姿
態
等
の
点
：
前
脚
は
跳
ね
上
げ
、
後
ろ
脚
の
二
本
は
、
水
平
に
近
い

状
態
ま
で
折
り
曲
げ
ら
れ
て
い
る

　

①
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
神
馬
を
描
い
た
奉
納
絵
馬
で
は
、「
繋
馬
図
」

や「
曳
馬
図
」な
ど
、
神
馬
が
綱
で
繋
が
れ
て
い
る
作
例
が
多
い
。
し
か
し
、

長
八
海《
奔
馬
図
》の
黒
馬
は
綱
で
繋
が
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
馬
具
等
を
着
け

な
い
裸
馬
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
珍
し
い
作
例
と
言
え
る
。
裏
面
の
墨

書
が
、「
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
」と
こ
の
長
八
海《
奔
馬
図
》の

こ
と
を「
放
馬
之
図
」と
呼
ん
で
い
る
の
も
、
①
の
特
徴
を
と
ら
え
て
の
こ
と

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
長
八
海《
奔
馬
図
》が
、
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵
馬
を「
模

写
」し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
天
正
四
年
の
原
本
も
、
①
と
②
の

特
徴
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
天
正
四
年
前
後
、
す
な
わ
ち
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
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時
代
初
頭（
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
）に
か
け
て
は
、
戦
国
の
争
乱
の

中
で
軍
馬
の
受
容
が
高
ま
り
、
馬
は
武
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
重
要
な
存
在
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
馬
を
画
題
と
す
る
絵
画
も
多
数
制
作
さ
れ
、
一
つ
の

大
き
な
潮
流
を
成
し
て
い
た
。
馬
の
画
題
に
は「
神
馬
図
」の
他
に
も
、「
厩

図
」、「
甲
冑
騎
馬
像
」、「
牧
馬
図
」、「
群
馬
図
」、「
犬
追
物
図
」、「
富
士
巻
狩

図
」、「
韃
靼
人
狩
猟
図
」な
ど
が
あ
っ
た
1
7
。

　

①
の
点
、
裸
馬
を
描
く
と
い
う
点
で
は
、「
牧
馬
図
」や「
群
馬
図
」が
長
八

海《
奔
馬
図
》と
共
通
す
る
。
例
え
ば
、
長
谷
川
等
伯《
牧
馬
図
屛
風
》（
図
９
）

の
よ
う
に
、「
牧
馬
図
」や「
群
馬
図
」に
は
、
放
牧
さ
れ
て
山
野
に
遊
び
、
装

具
等
を
身
に
つ
け
な
い
馬
が
多
数
描
か
れ
る
。

　

②
の
点
で
は
、
図
様
の
一
致
す
る
作
例
は
な
か
な
か
見
出
せ
な
い
の
だ
が

1
8
、
長
谷
川
等
伯《
伝
名
和
長
年
像
》（
図
１
０
）と
雲
谷
等
顔《
群
馬
図
屛
風
》

（
図
１
１
）に
、
②
の
特
徴
を
備
え
た
馬
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
長
谷
川

等
伯《
伝
名
和
長
年
像
》で
は
、
画
面
右
下
に
赤
毛
の
馬
が
引
き
据
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
馬
は
②
の
特
徴
に
は
当
て
は
ま
る（
図
１
２
）。
雲
谷
等
顔《
群

馬
図
屛
風
》で
は
右
隻
の
左
端
に
、
①
と
②
の
両
方
の
特
徴
を
備
え
た
馬
が

描
か
れ
て
い
る（
図
１
３
の
向
か
っ
て
右
の
馬
）。
管
見
の
限
り
で
は
、
等
顔

筆
の
こ
の
馬
が
、
長
八
海《
奔
馬
図
》の
黒
馬
の
姿
態
に
最
も
近
い
と
思
わ
れ

る
。

図
９
：
長
谷
川
等
伯《
牧
馬
図
屛
風
》（
安
土
桃
山
時
代
・
一
六
世
紀
、

東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
重
要
文
化
財
）

　
　
　

Im
age : T

N
M

 Im
age A

rchives

右
隻

左
隻
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図
１
０
： 

長
谷
川
等
伯《
伝
名
和
長
年
像
》（
安
土
桃
山
時
代
・
一
六
世
紀
、

東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
重
要
文
化
財
）

　
　
　
　

Im
age : T

N
M

 Im
age A

rchives

図
１
１
： 

雲
谷
等
顔《
群
馬
図
屛
風
》（
安
土
桃
山
時
代
～
江
戸
時
代
初
期
・

一
六
世
紀
～
一
七
世
紀
、
山
口
県
立
美
術
館
蔵
）

右
隻

左
隻

図
１
２
：
長
谷
川
等
伯《
伝
名
和
長
年
像
》（
部
分
）

　
　
　
　

Im
age : T

N
M

 Im
age A

rchives
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以
上
の
よ
う
に
、
長
八
海《
奔
馬
図
》の
黒
馬
に
図
様
が
類
似
す
る
馬
は
、

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
の
絵
画
作
品
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
長
八
海《
奔
馬
図
》の
黒
馬
は
、
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
に

よ
る
奉
納
絵
馬「
墨
画
放
馬
之
図
」の
馬
の
姿
態
を
、
色
濃
く
残
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
絵
馬
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
野
毛
利
家
が
、
大
井
八

幡
宮
へ
の
絵
馬
の
奉
納
や《
源
範
頼
像
》修
復
な
ど
の
美
術
品
に
か
か
わ
る
事

績
を
通
じ
て
、
自
ら
の
家
の
系
譜
、
す
な
わ
ち
源
範
頼
に
始
ま
り
、
戦
国
時

代
の
津
和
野
の
領
主
・
吉
見
氏
か
ら
大
野
毛
利
家
へ
受
け
継
が
れ
る
系
譜

を
、
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
本
絵
馬
は
、
現
在
所
在
不
明
の
天
正
四
年
の
吉
見
正
頼
の
奉
納
絵

馬
の
図
様
を
、
今
に
伝
え
て
い
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。
大
井
八
幡
宮
の
神
主

た
ち
と
大
野
毛
利
家
の
当
主
た
ち
が
、
絵
馬
を
再
奉
納
す
る
際
に「
透
き
写

し
」に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
自
家
の
系
譜
へ
の
意
識
を
思
わ

せ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
絵
馬
の
継
承
・
制
作
の
様
相
を
考
察
す
る
上
で

も
、
興
味
深
い
事
例
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
二
〇
一
八
年
度
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究

「
中
世
石
見
国
高
津
川
流
域
の
史
料
調
査
と
研
究
」（
研
究
代
表
：
中
司
健
一
）

で
実
施
し
た
調
査
成
果
に
も
と
づ
い
て
い
ま
す
1
9
。
調
査
や
本
稿
の
執
筆

に
あ
た
り
、
大
井
八
幡
宮（
萩
市
）や
萩
博
物
館
の
ご
関
係
者
様
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
当
館
学
芸
員
）

図１３：雲谷等顔《群馬図屛風》部分
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1 　

作
品
名
称
は
、『
絵
馬
の
世
界
』展
図
録（
一
九
九
一
年
、
山
口
県
立
山
口

博
物
館
）に
従
っ
た
。
同
図
録
で
は
、
長
八
海《
奔
馬
図
》絵
馬
を
含
め
て
四
点

の
絵
馬
作
品
を「
奔
馬
図
」と
名
付
け
て
い
る
。「
奔
馬
」の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
い
ず
れ
も
綱
で
繋
が
れ
る
こ
と
な
く
、
勢
い
よ
く
跳
ね
た
り
走
っ
た
り

し
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

翻
刻
文
と
意
訳
に
つ
い
て
は
、
中
司
健
一
氏（
益
田
市
教
育
委
員
会 

文

化
財
課 

歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）の
ご
教
示
を
得
た
。

3　

益
田
氏
と
吉
見
氏
と
の
対
立
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
特
別
展　

益

田
氏
V
S
吉
見
氏
―
石
見
の
戦
国
時
代
―
』（
中
司
健
一
・
角
野
広
海
編
、

二
〇
一
九
年
、
島
根
県
立
石
見
美
術
館
）参
照
。

4　
『
萩
市
史 

第
三
巻
』（
萩
市
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
八
七
年
）の
四
一
〇

～
一
一
頁
に
は
、
大
井
八
幡
宮
の
由
緒
が
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。

　
　

 

由
緒　

花
山
天
皇
の
御
代
、
似
光
と
い
う
者
が
豊
前
国
宇
佐
八
幡
宮
を

大
井
郷
の
中
央
部
、
宿と
の
い
で
ん

居
殿
の
影
向
石
所
在
の
地
に
勧
請
し
、
社
殿
を

創
建
し
た
と
伝
え
る
。
そ
の
後
、
後
堀
河
天
皇
の
御
代
、
北
条
式
部
少

輔
平
時
実
が
社
殿
を
北
部
日
尾
山（
阿
武
郡
福
栄
村
）に
移
し
、
同
時
に

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
を
も
勧
請
し
祀
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
現
在
地
に

移
っ
た
と
い
う
が
年
次
は
不
詳
で
あ
る
。

　
　

 　

阿
武
郡
一
八
郷
の
総
社
と
し
て
、
各
郷
か
ら
金
穀
・
役
夫
を
課
出
し

て
年
中
八
度
の
祭
祀
を
厳
修
し
、
崇
敬
者
が
寄
り
集
ま
っ
て
賑
や
か
で

あ
っ
た
。
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）に
郷
社
に
昇
格
す
る
。

5　

田
中
助
一「
雲
谷
派
の
人
と
作
品（
補
訂
・
四
）」（『
國
華
』第
九
二
三
号
、

一
九
七
〇
年
）、『
雲
谷
派
の
系
譜
：
雪
舟
の
後
継
者
た
ち
』（
一
九
八
六
年
、

山
口
県
立
美
術
館
）一
七
九
頁
、『
萩
市
史 

第
三
巻
』（
前
掲
書
注
４
）六
一
九

～
二
一
頁
参
照
。

6　

永
冨
等
原（
別
号
は
海
鷗
、
毛
定
軒
、
知
足
軒
）は
、
現
在
の
島
根
県
益

田
市
内
に
所
在
す
る
萬
福
寺
の
書
院
襖
絵（
全
三
二
面
、
島
根
県
指
定
文
化

財
）の
内
、《
山
水
図
》一
二
面
を
描
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
、『
特

別
展　

雲
谷
派　

雪
舟
を
継
ぐ
者
た
ち
』（
椋
木
賢
治
編
、
二
〇
一
一
年
、
島

根
県
立
石
見
美
術
館
）の
四
四
～
四
五
頁
、
荏
開
津
通
彦
氏（
山
口
県
立
美
術

館
）に
よ
る
作
品
解
説
を
参
照
。
こ
の
他
、
等
原
は
雲
谷
等
與
や
波
多
野
等
有

と
と
も
に
、《
二
十
八
祖
像
》（
長
門
市
・
大
寧
寺
蔵
）を
描
い
て
い
る
。

7　

大
野
毛
利
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、『
平
生
町
史
』（
一
九
七
八
年
、
平
生

町
）二
九
〇
～
三
一
六
頁
、『
一
門
六
家
大
野
毛
利
氏
と
平
生
開
作
』（
平
生
町

郷
土
史
調
査
研
究
会
編
、
一
九
八
八
、
平
生
町
教
育
委
員
会
）参
照
。
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8　

長
八
海
に
つ
い
て
は
、『
平
生
町
史
』（
前
掲
書
注
7
）一
二
九
〇
～
九
一

頁
、
工
藤
二
郎
編
著『
八
海
東
上
日
記
抄　

老
画
工
の
記
し
た
明
治
』

（
二
〇
〇
二
年
、
海
鳥
社
）参
照
。

9　

江
戸
時
代
中
期
に
大
坂
で
活
躍
し
た
狩
野
派
の
絵
師
、
大
岡
春
卜

（
一
六
八
〇
～
一
七
六
三
）が
記
し
た『
畫
巧
潜
覽
』に
は
、「
僞
筆
の
結
構
は

古
人
の
粉
本
を
左
に
置
き
點
々
見
合
せ
寫
す
、
是
を
臨
摹
と
云
。
或
は
本
紙

を
重
て
透
寫
す
是
を
謄
寫
と
云
。」と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
人
の
粉
本
を
左
に

置
き
、
点
々
と
見
合
わ
せ
て
写
す
こ
と
を「
臨
摹
」、
対
し
て
本
紙
を
重
て
透

き
写
す
こ
と
を「
謄
写
」と
呼
び
、
両
者
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
。

1
0
『
防
長
寺
社
由
来
』の
概
要
に
つ
い
て
は
、
広
田
暢
久「
長
州
藩
歴
史
編
纂

事
業
史（
其
の
四
）」（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要　

第
一
二
号
』、
一
九
八
五

年
、
山
口
県
文
書
館
）参
照
。

1
1
『
防
長
寺
社
由
来
』の
翻
刻
文
は
、『
防
長
寺
社
由
来　

第
七
巻
』

（
一
九
八
六
年
、
山
口
県
文
書
館
）二
三
八
～
五
九
頁
に
依
る
。

1
2　

特
に
、
日
乞
い
の
白
馬（
あ
る
い
は
赤
毛
の
馬
）と
雨
乞
い
の
黒
馬
を
二

面
一
対
で
奉
納
す
る
場
合
が
多
い
。
絵
馬
に
つ
い
て
は
、
岩
井
宏
実『
も
の
と

人
間
の
文
化
史 

一
二 

絵
馬
』（
一
九
七
四
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）、『
日
本

の
美
術 

九
二 

絵
馬
』（
河
田
貞
編
、一
九
七
四
年
、至
文
堂
）、『
絵
馬
の
世
界
』

（
一
九
九
一
年
、
山
口
県
立
山
口
博
物
館
）、『
絵
馬　

神
に
捧
げ
た
祈
り
の

美
』（
魚
里
洋
一
編
、
一
九
九
九
年
、
福
岡
県
立
美
術
館
）な
ど
参
照
。

1
3　

大
井
八
幡
宮
文
書
の
調
査
は
、
平
成
三
〇
年
九
月
二
六
日
に
、
中
司
健

一
氏（
益
田
市
教
育
委
員
会 

文
化
財
課 

歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
目
次

謙
一
氏（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
）と
と
も
に
行
っ
た
。
図
７
の
画
像

は
、
平
岡
崇
氏（
萩
博
物
館
）か
ら
の
提
供
を
受
け
た
。

１
４　

注
２
と
同
様

1
5　

図
８
の
作
品
画
像
は
、
鎌
倉
国
宝
館
か
ら
の
提
供
を
受
け
た
。

1
6　

雲
谷
等
叔《
源
範
頼
像
》（
横
浜
市
・
太
寧
寺
蔵
）に
つ
い
て
は
、『
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
開
館
七
五
周
年
記
念
企
画
展　

頼
朝
・
範
頼
・
義
経
｜
武
州

金
沢
に
伝
わ
る
史
実
と
伝
説
｜
』（
二
〇
〇
五
年
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）

一
〇
～
一
一
頁
、
三
六
頁
、
三
九
～
四
〇
頁
参
照
。

1
7　

馬
図
の
流
行
に
つ
い
て
は
、
高
岸
輝
・
黒
田
智『
天
皇
の
美
術
史
３　

乱

世
の
王
権
と
美
術
戦
略　

室
町
・
戦
国
時
代
』（
二
〇
一
七
年
、
吉
川
弘
文
館
）

一
七
二
～
七
五
頁
参
照
。
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1
8　

例
え
ば
、
馬
の
ポ
ー
ズ
を
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に
描
き
分
け
て
い
る

《
厩
図
屛
風
》（
安
土
桃
山
時
代
・
一
六
世
紀
、
馬
の
博
物
館
蔵
）に
は
、
後
ろ

足
二
本
を
揃
え
る
馬
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
水
平
に
近
い
状
態
ま
で
折

り
曲
げ
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
長
八
海《
奔
馬
図
》の
黒
馬
と
完
全
に
は
一
致
し

な
い
。

1
9　

共
同
研
究
員
は
次
の
と
お
り（
所
属
等
は
二
〇
一
八
年
度
）。

倉
恒
康
一（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー　

主
任
研
究
員
）

小
杉
紗
友
美（
津
和
野
町
教
育
委
員
会　

文
化
財
係　

主
任
学
芸
員
）

角
野
広
海（
島
根
県
立
石
見
美
術
館　

学
芸
員
）

中
司
健
一（ 

益
田
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課　

歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

主
任
）

長
村
祥
知（
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館　

学
芸
員
）

西
田
友
広（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

助
教
授
）

目
次
謙
一（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー　

専
門
研
究
員
）
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はじめに
ɹௗऔݝ͔Βํに৳ͼΔ弓ϲ浜ౡɻௗऔݝ܊ೆொͷࢁࠃࡾにྲྀݯͷ

͋Δ͔Βྲྀग़͕ͨ࠭͠ଯੵ͠てܗ͞Εͨɺશ͓Αͦ��Ωϩϝʔτϧɺ෯͓

Αͦ�Ωϩϝʔτϧͷ࠭भͰ͋ΔɻࠓͰถࢢࢠͷҰ෦ͱ͕ࢢߓڥஔ͔Εɺຊւͱதւ

Λ͚Δ͕ɺ͔つてʮݟͷౢʯͱݺΕていͨ͜ͱ͔Βᾜɺଓ͖Ͱͳ͔ͬͨͱ૾͞

ΕていΔɻ弓浜絣͜ͷ弓ϲ浜͕໖ͷ࢈ͱͳͬͨ͜ͱΛഎܠにൃੜɺൃలͨ͠৫Ͱɺ

Λ༩͑ͨͱ͞ΕΔɻڹ絣にӨͷݝͷ٢絣ɺౡࠜݝɺௗऔ͘ݹ࠷ӄͷ絣ͱ͠てࢁ

ত��ʢ����ʣにࠃͷ౷తܳにɺত��ʢ����ʣにௗऔݝͷແܗจԽࡒにࢦఆ͞Ε

ͨɻ͜͜ͰॸຽͷΒ͠にدΓఴいͳ͕Βಠࣗͷల։Λͱ͛ͨɺ͜ͷ絣についてհ͠

ͨいɻ

「絣」とは
ɹ·ͣʮ絣ʢ͔͢Γʣʯͱい͏͜ͱについてཧ͠て͓͖ͨいɻࠓɺຊޠͰい ʮ͏絣ʯ

ͱɺઌછΊͨ͠ࢳΛܦ
㆟ㆦㆂㆨ

ɺ͋ΔいҢࢳ
㇈㆓ㆂㆨ

ɺ͋Δいͦͷ྆ํに༻いจ༷Λ৫Γग़͢৫ࢳ

Λい͏ɻ͚ͩࢳܦΛછΊ͚ͨͷΛܦ
㆟ㆦㆋ㆙㇊

絣ɺҢ͚ͩࢳͷͷΛҢ
㇈㆓ㆋ㆙㇊

絣ɺ྆ํΛΈ߹ΘͤΔ

ͱܦ
㆟ㆦ㇈㆓ㆋ㆙㇊

Ң絣ͱݺΕΔɻ͜͏ͨ͠৫͘ݹΠϯυͰൃੜ͠ɺ౦ೆΞδΞΛܦ༝͠て��ੈ

༝͠ɺຊभҰଳͱܦຎΛࡵޙにୡ͠ɺେ͖͘ൃలͨ͠ɻͦͷٿॳ಄にླྀل͔Β��ੈل

ɻ͕ͨͬ

ɹʮ絣ʯͱい͏ࣈにݩདྷ༷৫Γͷҙຯͳ͘ɺʮ͠·͓Γͷʯ͋ ΔいʮΉ͡ͷʯ

ͱい͏ҙຯ͕͋Δᾝɻ·͔ͨ͢Γにʮඈനʯͱ͕ࣈてΒΕΔ͕ɺ͜Εɺݩதࠃ

ͷॻಓ༻ޠͰ͋ΓɺචΛӡΜͩͱ͜ΖͰ͕͔͢ΕΔ෦Λ͜͢ࢦͱͰ͋ΔɻʮΧεϦʯ

ͱい͏໊ͷॳग़ܚ�ʢ����ʣに࡚Ͱ͞ߦץΕͨl7PDBCVMBSJP�EB�-JOHPB�EF�+BQBOʡʢh 

ࣙॻ ʣɦに͋Γɺ͜ ͜にऩ͞Εͨޠኮにभํͷݴ༿͕ଟいɻླྀ ͷҰつɺ࢈絣ͷٿ

ੴ֞ౡΛத৺ͱ͢ΔീॏࢁॾౡにɺࢳܦににછྉΛ͜͢Γつ͚ΔʮΧεϧπέɾΧε

ϧʯɺʮΧγΟϦΟʯͱい͏絣ͷ๏͕͋Γɺ͜ͷ͜ͱ͕ݯޠͰͳい͔ͱ͑ߟΒΕてい

Δ͕ᾞɺʮ絣ʯͱい͏ࣈͱͲͷΑ͏に߹ྲྀ͔ͨ͠ͳ͓ෆ໌Ͱ͋Δɻ

綿の広まりと絣の広まり
ɹܚ��ʢ����ʣɺࡵຎͷླྀٿ৵ུΛػにɺླྀ Βभɺຊभͱྲྀ௨͠ていͬͨ絣ɺ͔ٿ

ओͱ͠てେຑɺவຑɺഄাΛ༻いͨͷͰ͕͋ͬͨᾟɺ֤Ͱఆண͢Δࡍに໖ੜ࢈ͷ

͕Γͱͱに໖৫ͱͳͬͨɻԬཹٱݝถ絣ɺԬݝࢁҏ༧絣ͳͲɺੜ࢈ͷ໊Λ͠ףɺ

弓浜絣について
廣田　理紗

��
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弓浜絣について

ͦΕͧΕにಛΛඋ͑ ʮͨ͝絣ʯいͣΕཟછͷฏ৫Ͱ͋Δɻ弓浜絣ྫに࿙Ε

ͳいɻ໖ͱͱѥଳੑͷ২ͰɺຊͰഓ͞Εて͓ΒͣɺॸຽͷҥΒ͠

にவຑେຑɺ౻ɺͱいͬͨણҡ͕༻いΒΕて͖ͨɻͦΕ͕ށߐதࠒظɺ໖にΘΔɻ

綿の流通
ɹ໖ͷࠃੜ࢈ɺ໌Ԡ ʢؒ���� ʙ ����ʣにࡾՏͰ࢝·Γɺจ ʢؒ���� ʙ ��ʣに֤

·ͬͨͱ͢Δઆɺจ໌��ʢ����ʣͷݹจॻΛࠜڌにभͰ࢝·Γɺͦͷ֤ޙ��ੈ

にҏɺࠒ͡Ίلͱ͢ΔઆᾠͳͲ͋ΔɻいͣΕに͠て��ੈͨͬ·Ͱに·ࠒͷதل

لΓɺ��ੈ·͕࢈ՏɺઁɺՏɺେɺຏɺඋલɺඋதɺ҆ܳɺपͳͲɺ֤にੜࡾ

தࠒにେࡔਓ͕৫͠ていͨ໖ࢢΛ௨͡てށߐےࠃͳͲにൢച͞ΕΔϧʔτ

͕ଘ͠ࡏていͨɻつ·Γ໖ੜ͕࢝࢈·ͬͨॳ͔Βྲྀ௨ܦ࿏Λ࣋つɺͱ͠てͷੑ֨

Δɻ͕࢙͋ͷΑ͏ͳ໖ड༰ͷྺ࣍にɺܠͷഎگΔɻ͜͏ͨ͠ঢ়͑ݴͩͬͨͱ࡞いڧ͕

ɹຊに໖͕ͨΒ͞Εͨ࠷ݹいهड़h ྨ
㇋ㆂ㆘㇅㆓ㆎ㆗

ᡉ࢙ࠃ にɦ͋ΓɺͦΕにΑΔͱԆྺ��ʢ���ʣ

にࡾՏにඬண͠ ʮͨ൮ધʯにͬていͨ
㆓㇓㇍㇓㆘㇓

ቓਓ͔Βछ͕ࢠ͑ΒΕɺࡾՏلҏͳͲ֤

Ͱࢼ২͞Εͨɺͱ͋Δᾡɻ͔͜͠͠ͷ࣌いͣΕ͔ࠜͳ͔ͬͨΑ͏ͩɻח࣌に

ͳΔͱૐཿ͕ͨͪ༻いΔણҡͱ͠てத͔ࠃΒ༌ೖ͕࢝·Γɺͦͷޙ��ɾ��ੈلに͔

͚てதࠃே͔Βେྔに໖Λ༌ೖ͢Δ͕࣌͋ͬͨɻԠਔݩ͔Βจ໌�ʢ���� ʙ

��ʣに͔͚てͨͬ͜ىԠਔͷཚલޙͷ͜ͱͰ͋Δɻઓཚͷ࣌にେ໊͕ͨͪਞນɺધͷൕɺ

ΘΕていΔɻ͔͠͠ຊͷങいݴΊͨͨΊͱٻधͱ͠て܉ҥͳͲɺ܉ɺమ๒ͷՐೄɺض

͚͕͋·Γにܹ͠いͨΊɺ࣍ୈにே༌ग़Λ੍ݶɻ໌ఇࠃேߩқҎ֎Λ͞ڐͳい

ࡦΛऔͬていͨ͜ͱ͔Βɺ༌ೖͷ໖にґଘ͢Δମ੍͕٧͖ߦ·ΔɻͦΕΛػにࠃͰ

ͷ໖ഓ͕࢝·ͬͨɻ

弓ヶ浜での綿栽培
ɹઌड़ͷΑ͏に࠭ͷଯੵにΑΓܗ͞Εͨ弓ϲ浜ɺҴ࡞にద͞ͳ͔͕ͬͨɺԼਫ

͕๛Ͱ໖ͷഓにద͠ていͨɻ·ͨɺ໖͕Ԙにڧいͱい͏弓ϲ浜Ͱͷഓに

ͱͬて݅Ͱ͋ͬͨɻ弓ϲ浜Ͱ໖ഓ͕ظ࣌ͨͬ·࢝についてॾઆ͋Γɺવͱ͠ͳ

いɻԆๅ�ʢ����ʣにখۭ৽ฌӴ͕උதۄౡに໖࣮ΛٻΊてҠೖͨ͠ͷ͕࢝·Γͱ͢Δه

ड़ᾢ͕ΒΕΔ͕ɺӬ��ʢ����ʣࠒにՏ͔ࠃΒΘͬͨͱ͢Δઆ͋Δᾣɻௗऔൡ͕ݩ

�ʢ����ʣにถ͔ߓࢠΒҠग़͢Δ܁
ㆎ㇊㇏㆟

໖ᾤɺཟͦۄͷଞにӡ্ ʢۜે੫ͷҰछʣΛ՝͠てい

Δ͜ͱ͔Βᾥɺ͜ͷࠒに弓ϲ浜ҰଳͰ໖ഓ͕Μにͳ͞Εていͨ͜ͱ͕͏͔͕͑Δɻ

͡·Δͱɺ໖ͷੜ͕Δถͷ։͢څڙਫΛ༺ۀ��ʢ����ʣ͔Βɺ弓ϲ浜શମにݩ

࣭ͳʮഢभ໖ʯͱ͠てධͱͳΓɺߴग़͞ΕΔ໖࢈ɻ弓ϲ浜पลҬͰͨ͠૿ٸྔ࢈

ௗऔൡΛද͢Δ࢈ͱͳΔɻ໖ͷऩ֭ظ࣌にग़Ք͗Ͱ໖つΈにདྷΔʮ໖Γ͞Μʯ͕ ɺ

େࠜౡग़Ӣɺੴ͔ݟΒଟ๚Εͨͱい͏ɻഢभ໖٢ɺɺग़ӢͳͲࢁӄҰଳにී

��
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Λͳͨ͠ਓʑͷؔ༩ࡒଟग़ՙ͞Εͨɻྲྀ௨に͋ͨͬてɺͨͨΒమͰࡔɺେ͠ٴ

ΓҎલにग़དྷ্͕ͬていͨమͷग़ՙϧʔτに͕ͬഓͷఠ͞Εて͓Γɺ໖ࢦ͕

てɺ໖ग़ՙ͞Εͨɻ͜ͷࢁӄͷ໖ۀ࢈ͷಛͱい͑Δɻੜྔ࢈ͷϐʔΫ࣌ށߐ

͔Β໌࣏࣌͡Ίࠒに͋Γɺͦͷޙ༸໖ͷ༌ೖ։࢝ͱͱにঃʑにݮগɺ໖Ֆാ࣍

ୈに܂ԂͱҠΓมΘͬてΏ͖ɺ໌࣏��ʢ����ʣに໖Ֆ༌ೖؔ੫͕ఫഇ͞ΕΔͱͦͷঢ়

Ձͳ͕େ҆ޙগͳいͳ͕Βଓ͚ΒΕ͕ͨɺઓ࢈ੜޙにഥं͕͔͔ͬͨɻͦͷگ

ྔに༌ೖ͞ΕΔΑ͏にͳΔͱɺࣗՈ༻ͷ絣ੜ࢈ͱͱに΄ͱΜͲ్͕ઈ͑ͨɻ

実用的な弓浜絣
ɹഢभ໖ણҡ͕͘ྗにΜͰ͓ΓɺอԹɾอ࣪ੑに༏ΕていΔɻͦ͏ͨ͠໖͔Β

ଠ൪खͷͬ͘͟Γͱͨ͠ૉͳ෩߹いͷ͕ࢳͰ͖ɺͦΕΛ༻いて৫ΒΕΔ弓浜絣ɺཹٱ

ถҏ༧ͷͦΕにൺ͠てް͘ɺ࣮༻తͳͷͱͳͬͨɻ弓ϲ浜Ͱͷ絣ͮ͘Γͱͱ

ՈͷࣗՈ༻ͱ͠てɺ࣍にۚݱऩೖΛಘΔͨΊͷ෭ۀͱ͠て࢝·ͬͨͷͰ͋ΔͨΊɺ

٢ͳͲଞͷ絣࢈͕ੜ੍࢈ΛऔΓೖΕͨͷͪɺ໖ͷऩ͔֭Βࢳɺ৫Γ

·Ͱશて͕खۀ࡞Ͱ·͔ͳΘΕɺৎͰ࣮༻ੑに༏Ε ʮͨखલ絣ʯͷԆに͋Δૉͳ

͕࡞ΒΕͨɻ࡚ࢯࣗஶͷதͰɺ弓浜絣にಠಛͷՈఉతͳ෩߹いΛΈͱΊɺͦΕ͕

ৗੜ׆ͱ݁͘ڧͼついͨͦͷྺ࢙ͱෆՄͰ͋Δͱ͢Δ͕ɺ͜Εް͘ৎͳ࡞Γ

ͱɺ৫Γग़͞ΕΔจ༷にඬ͏͋ΔछͷϓϥΠϕʔτͳϜʔυΛଊ͑ͨࢦఠͰ͋ΔΑ͏に

ΕΔจ༷ͷʮ͔͢Εʯ෦ݺଠいͨΊにจ༷ͷల։ɺʮ絣ʯͱ͕ࢳΘΕΔɻՃ͑てɺࢥ

ͷग़͔͕ͨେ͖͘ͳΔ͜ͱɺͦ͏ͨ͠෩߹いͷৢにد༩͠ていΔͩΖ͏ɻ

弓浜絣の文様
ɹ絣ͷจ༷にɺઢͷߏͰඳ͔ΕΔزԿֶจʢਤ�ʣɺܦ絣Ͱ۩తͳਤҊΛ৫Γͩ͢ֆ

絣ʢਤ�ʣɺͦ͠て྆ऀΛΈ߹Θͤͨͷɺͱେ͖͘�छにྨͰ͖Δ͕ɺ弓浜絣ಛにֆ

絣͕ଟछଟ༷ͳ͜ͱͰΒΕていΔɻදతͳਤҊʮๅାʯʢਤ�ʣʮޥʯɺʮُʯɺʮに

てͨいΘΏΔʮֈԴ୮ʯཱݟʯͳͲ͕͋͛ΒΕΔɻʮՖඛʯɺେྠͷԴ୮ͷՖͱ༿Λֈにދ

ͳͲɺՈ༝དྷͷจ༷ଟいɻ໘നいͱ͜ΖͰ͑ݴʮΓʯにʮๅശʯɺʮُʯɺʮʯɺͦ

͠てࣈͷʮӜʯɺʮౢʯΛΈ߹Θͤ ʮͨӜౡଠʯฑͱݺͦ͏ͳͷʢਤ�ʣɺ༷ʑͳ

ֆ絣ͷࢳΛҰॹに৫Γ্͛てҰつͷ絣に্ͨ͛ͷ͋ΔɻऀޙશにࣗՈ༻ͷ

ͳ໘ന͞にҲΕていΔɻํͰൃలٞ͠ࢥͱ૾͞ΕΔ͕ɺෆྫ࡞ ʮͨ͝絣ʯҰൠにɺ

ͦͷͱࢿͷྲྀ௨͕͋ͬͨͷ絣͔ΒਤҊͷऔΓೖΕ͕͋Δ͕ɺ弓浜絣について

ΕΔஂݺͳͲにಛతͳจ༷͕֬ೝͰ͖ɺಛにʮஂʯͱถɺҏ༧ɺ٢ɺཹٱ

にཱてΔͨΊͷྫ࡞にཹٱถ絣͔ΒزԿֶจͷऔΓೖΕ͕͞ݟࢄΕΔɻ
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弓浜絣について

おわりに
ɹҎ্ݟて͖ͨΑ͏にɺ弓浜絣࣌ށߐにོͨ͠ഢभ໖ۀ࢈Λഎܠにൃੜ͠ɺۀԽ

͞Εͳ͔ͬͨͨΊにɺૉͰ࣮༻తͳັྗΛอ࣋͠ଓ͚ͨɻ����に։ͨ͠࠵ಛผలʮ弓

浜絣ʯͷग़ऀͰ͋Δଜึٱඒ༤ࢯɺͦͷັྗΛʮ݈߁ͷඒʯͱද͢ݱΔɻͦΕΒ͠

ͷͰ͋Δ͜ͱΛ࠷༏ઌͱ͢Δ弓浜絣ͷ͋ΓΑ͏Λଊ͑ͨݴ༿ͷΑ͏にࢥΘΕΔɻ

ɹҰҰͷ絣Λݟ͢ͱɺจ༷ͷબɺஔɺ৭ͷόϥϯεɺͷ྆ʢʮࣖʯͱݺΕɺ

৫ͷݟॴͷҰつͰ͋ΔʣͷॲཧͳͲにݟ͕ੑݸड͚ΒΕɺ৫ΓखͱͳͬͨঁੑͨͪҰਓ

Ұਓͷ͕࢟૾͞ΕΔɻશମに͋Δछͷۓு͕͡ײΒΕΔ΄Ͳͬͨͷɺ࠷ॳฑ

͕߹ͬていΔ͕ঃʑにͣΕてい͘ͷͳͲɺͦͷ༷ࢠ͞·͟·Ͱɺͻͱつͱ͠てಉ͡

ͷͳいɻ͢てͷ絣ͷഎܠに͋Δɺ֨نԽͰ͖ͳいݸผ۩ମతͳΒ͕͠૾͞Ε·͡

Ίにੜ͖てΒ͢தͰඞવతにੜΈग़͞Εͨඒ͠͞ɺ໘ന͞に͔ͣڻにいΒΕͳいɻ

ʢؗओֶܳһʣ

ᾜ��ʰग़Ӣࠃ෩هʱにʮഢᠺͷ܊ࠃͷݟͷౢʯͱい͏هड़͕͋Δ
ᾝ��ʰେࣙయʱ൪߸ɿ�����ɺେमؗॻళɺত �� 
ᾞ��ాதढ़༤ʮʮ͔͢Γʯͱい͏ݴ༿ʯh ౻ຊۉίϨΫγϣϯɹ絣ͷಓʱຖ৽ฉࣾɺত �� 
ᾟ��৫ాल༤ʮ絣ٕज़ͷܥේʯh છ৭ͱੜ׆ʱୈ � ߸ɺછ৭ͱੜࣾ׆ɺত �� ɺ�� ʙ �� ท
ᾠ��Ӭܚݪೋʰவຑɾݜɾ໖ͷࣾձ࢙ʱ٢߂จؗɺฏ �� ɺ��� ʙ ��� ท
ᾡ��ຊͷ໖ͷདྷɺ͓Αͼ໖ͷීٴについてɺӬܚݪೋʰவຑɾݜɾ໖ͷࣾձ࢙ʱ٢߂จؗɺ
ฏ �� ɺΛߟࢀにͨ͠
ᾢ��খઘݑఃʰߓڥಠҊʱ໌࣏ �� ɺ�� ท
ᾣ�Ҫఃࢠஶॻʰ໖ޱ ʢɦ๏େֶग़൛ہɺฏ �� ʣに͓いてɺ໌࣏ ��  � ݄ �� ɺ�� 
ͷʮௗऔ৽ใʯに͞ࡌܝΕͨɺӬ �� ʢ����ʣࠒにՏ͔ࠃΒ໖ΛҠ২ͨ͠ͱ͢ΔࣄهΛհ͠ɺ
पลॾࠃͱͷόϥϯε͔Β͑ߟてͦΕ͕ଥͰͳい͔ͱ͠ていΔ
ᾤ�໖Ֆ͔ΒछࢠΛআいͨણҡͷ෦ͷ͜ͱɻະਫ਼ͷ໖
ᾥ��দඌཅ٢ʮௗऔݝ໖࢙ۀૉඳʯh ഢᠺจԽʱ�� ߸ɺഢᠺจԽڀݚձɺত �� 
��Ҫఃࢠʰ໖ޱʱ๏େֶग़൛ہɺฏ �� ɺ�� ʙ �� ท
�࡚ʰ絣ʱখֶؗɺฏ � ɺ��� ท

˞ຊߘ�����݄��ʢɾॕʣʙ ��݄��ʢ݄ʣͷձظͰ։ͨ͠࠵ಛผలʮ弓浜絣ʯに߹Θͤてͨ͠ߦץখࢠにͨ͠ࡌܝςΩετにɺՃචɾमਖ਼͠ɺ

ऩͨ͠ͷͰ͋Δɻ࠶
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ਤ̍ɿʬ弓浜絣ʗزԿֶจʭݸਓଂ

ਤ̏ɿʬ弓浜絣ʗӜౢଠจʭݸਓଂ

ਤ̎ɿʬ弓浜絣ʗๅାʭݸਓଂ
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藍について　鳥取における藍の生産および流通を中心に

「ジャパン・ブルー」
　明治初頭の日本にあふれていた青色は、訪れた外国人に強い印象を与えた。

　明治 7（1874）年、明治 12（1879）年と２度来日し、東京開成学校や東京大学で、分析化学、

農業などを教えたイギリス人科学者ロバート・ウィリアム・アトキンソン（1850 〜 1929）

は、日本の染織品に藍染のものが多数見られることに驚き、そうした染織品に見られる色を

「ジャパン・ブルー」と呼んだ。

  明治 23（1890）年に初来日したラフカディオ・ハーン（1850 〜 1904）は、その第一印象を「極

東の第一日」ⅰにおいて、次のように記している。

「…青い屋根の小さな家、青いのれんをつるした小さな店さき。青いきものを着てにこにこ

している小さなひとびと。…」

　ここに記された「青いのれん」や「青いきもの」は、藍染によるものである。

　「ジャパン・ブルー」と呼ばれ、日本を象徴する色としてとらえられたこの色、つまり藍染

によるこの「ブルー」は、江戸時代以降、木綿と阿波藍の普及にともなって、庶民の衣服に広

く用いられ、日本各地で風土にあった染織が生み出されていった。

　本展で紹介する絣は、江戸時代以降、庶民の染織として広がったものである。江戸後期頃

から全国に産地が生まれ、木綿をはじめ、麻や絹などを素材として、それぞれの産地で独自

のスタイルが創出された。ここで光をあてる弓浜絣は、鳥取県西部、弓浜地区を中心に生産

され、山陰の絣の中ではもっとも早く行われたといわれている。

　本稿では、木綿を染める染料として用いられた藍についてとりあげる。藍が染料として認

知され、商品として価値を高めていった歴史を概観したうえで、弓浜絣がつくられた鳥取県

西部、弓浜地区とその周辺における藍の流通および生産の状況を整理したい。

日本における藍染の歴史
　藍染の歴史が日本の染織の歴史といっても過言でないⅱ、といわれるように、藍は古くか

ら布や紙などを染めるのに用いられてきた。

　藍染は当初、各地に自生していた山藍の葉を刈り取り、葉を糸にすりつけたり、布の上に

置いて叩いたり、摺り込んだりして着色する原始的な手法で行われていたと考えられてい

る。山藍は日本最古の染料と言われ、奈良時代末期に成立したとされる万葉集には、山藍で

染めた衣服を着た女性の姿を詠んだ歌が収められている。

　飛鳥、奈良時代以降、タデ藍を用いた発酵建てによる染色法が普及したとされる。タデ藍

を用いた染織は次のように行われる。タデ藍の葉を刈り取り、乾燥させ、それに水などを加

えて発酵、熟成させて、すくもを作る。泥状のすくもを藍玉にして、またはこのすくもの水

藍について　鳥取における藍の生産および流通を中心に
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分をとばした状態にして、染物屋に出荷される。これらを原料に、水や木灰などを加え、再

び発酵させる。これを「藍を建てる」という。建てた藍に、糸や布を浸け、何度かそれを繰り

返して藍色を定着させていく。すくも作りにも藍を建て染める作業にも、経験の蓄積とそれ

に基づいた勘が必要とされた。それゆえ分業がすすみ、すくもの産地が生れ、他方、中世に

は藍染を行う「紺
こうかき

掻」が、また藍染が広まった近世以降は、各地に紺
こ う や

屋が存在した。

　なお、藍で染めた色は、染める回数によって濃淡が生じることから、多様な色名がある。

最も薄く、白に近い藍色を瓶
かめのぞ

覗き、そして浅
あ さ ぎ

葱、縹
はなだ

、納戸、藍錆、藍、褐
かち

、藍鉄、濃紺などと

呼び分けられている。これほど多数の名称があることは、藍染の布が、古くから人々の生活

と深く関わり、使われてきたことの証だろう。

　平安時代前期に編纂された『延喜式』は、9 〜 10 世紀の朝廷の儀式行事や中央と地方の政

務法規をまとめた書であり、当時の装束や諸国の特産品に関する記述があることから、染織

史研究においても重要な資料とされている。同書に「紺布」や「縹
はなだ

布
ふ

」とあり、すでに藍染の布

が流通していたことがわかる。

　さらにまた、『延喜式』「縫
ぬいどのりょう

殿寮」ⅲの「雑
ざ っ せ ん よ う ど

染用度」には、染織について詳細な記述がみられる。

藍染については、「深縹綾一疋。藍十圍。……貲
さ よ み

布一端。乾藍二斗。灰一斗。薪卌斤。……中

縹綾一疋。薪七圍。……次縹帛一疋。藍四圍。」とある。「深縹」「中縹」「次縹」と、藍で染めた

色をその濃さによって呼び分けており、それぞれの布を染めるのに必要な藍の使用量を記

している。「深縹綾」「中縹綾」「次縹帛」の「綾」と「帛」はいずれも絹織物のことである。また「貲

布」とは織り目の粗い麻布のことで、「乾藍二斗。灰一斗。薪卌斤」とあることから、麻布を藍

で染めるには、乾燥した藍に灰を加えて、薪で加温する染色法が用いられていたと推察でき

るⅳ。

   藍染の染織品は、どちらかといえば庶民に着られたという印象が強い。しかし、民衆が

苧
ち ょ ま

麻を中心とした麻の衣服を着ていた室町時代までは、藍も染料としては認知されていた

ものの、染色技術が未発達だったこともあり、苧麻などの麻には主として草木染めが用いら

れたようで、藍染は支配層や都市での需要に対応するものにとどまっていたと考えられて

いるⅴ。

　しかし、16 世紀に入ると状況は変化する。この頃に木綿の栽培が広がりだし、続く江戸時

代前期、17 世紀にはその栽培が各地で盛んになった。綿が藩の財政を支えるほど有力な商品

となり、広く流通するにともない、藍も木綿の染料として需要が高まっていった。また、藍

染技術の発展もみられた。すくもを発酵させる瓶の加温方法が確立されると、時期を問わず

藍染が行えるようになったのである。

　すくもの生産地としては、阿波、山城、摂津、美濃などが知られていたが、江戸時代以降

に急成長したのが阿波である。同地の吉野川流域が藍の栽培に適していたことから、室町時

代にはすでに藍を領外へ出荷するほどの産地となっており、葉藍の生産が行われるととも

に、それを原料としてすくもが盛んに作られ、大坂や江戸の藍問屋に出荷された。

　各地に届けられたすくもを原料に、それを再び発酵させ、布や糸を染めたのが紺屋である。
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近世には各地に紺屋があり、農家による自給的な手紡糸を染める「地細工紺屋」「散かせ紺屋」

と、商人を対象とした「仕入紺屋」があった。

　ここに概観したように、特に近世に入ってから木綿そして藍の生産が増加し、藍染の木綿

衣服の庶民への普及がすすんだ。明治初頭には「ジャパン・ブルー」がこの国を象徴する色

として認知されるまでになった。ところが、明治に入ると、殖産興業の政策のもと、明治 15

（1882）年以降、インド藍が綿とともに輸入されはじめ、明治 27-28（1894-95）年から同 35（1902）

年にかけてそれが急増すると、国産綿とともに藍の生産も頭打ちとなる。明治 35 年にはド

イツから人造藍の輸入が増加した。その後、当初国産のものに比べ高価だった人造藍の価格

が国産品の価格と逆転すると、阿波をはじめとする国産藍は決定的な打撃をうけることと

なった。

鳥取藩における藍の生産
　続いて、鳥取藩、なかでも弓浜絣が作られた藩の西部における藍の流通と生産についてみ

ていきたい。

　同藩での藍の栽培については、『鳥取藩史』ⅵに記述があり、また同書を元に鳥取藩におけ

る藍の生産と流通の問題をあつかった山中寿夫の論考ⅶがある。それらによれば、藩内で藍

の生産が本格的に始まったのは、19 世紀初頭の化政期であり、それ以前は移入に頼っていた。

なかでも、阿波の藍商人によって売買が行われ、藩内の藍の生産は進展しなかった。

　享保 15（1730）年、藩内で他国の商人の売買が禁じられたが、藍や綿などの幾つかの品目は

除かれている。このことは、その時点では藍や綿の生産が、藩内での需要に応えられるだけ

は行われていなかったことを示していよう。

　元文 5（1741）年には藍玉移入の専売人に大坂の商人 2 人を指定したものの、各地で個別に

売買を行ったため、商人への支払いが滞るなど、商人側に不利益が発生した。そこで、宝暦 8

（1758）年、藩の東部、因州へ移入された藍玉を扱う専門の問屋を鳥取に設け、紺屋への流通

を独占的に担った。西部の伯州についても米子やその他の地に問屋を置いた。

　寛政 7（1795）年、藩は藩内の産品を増やすため国産方役所を設置し、木綿栽培や赤瓦製造

等いくつかの品に対して技術的、質的な改良を推し進めようとした。ただし、そこには藍の

栽培は含まれていない。

　このような政策の甲斐もあってか、寛政 9（1797）年には、伯州で 16 万反、因州で 7 千反と、

木綿の織出しが増加、それに伴って藍玉の需要が高まった。染料である葉藍の生産とともに、

藍玉の製造も行われるようになり、特に会
あ い み ぐ ん

見郡でその製造が盛んになっている。従来移入の

藍玉のみを扱っていた問屋では、藩内産の藍の売買に対応しきれなくなり、混乱が生じた。

文化 8（1811）年に問屋を廃し、銀札場を設置し移入の藍の売買を取り締まっている。

　藩内では、西部の会見郡で藍の生産高が 2 万 682 貫 800 目と、藩の生産高の 42.5％を占め突

出していたⅷ。それらを原料に藍玉の生産を行う米子藍製場が設けられたのは、文化 8、9 年

頃とされているⅸ。同場で製造した藍玉の質が良いことが確認されたため、文化 10（1813）年、
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藩内で産出された葉藍は、すべて銀札場か、各地の問屋が買い集め、それを米子藍製場に送

るか、直接同場に送らせて買い上げている。同場で作られた藍玉は、再び銀札場に送られ、

藩外産の藍玉をとともに売り出された。一方、因州にも文化年間に鳥取藍製場が置かれ、米

子と同様に藍玉の生産が行われた。これにより、藩内での藍玉の生産は、米子・鳥取の藍製

場のみに限られることになり、紺屋の自家製藍玉使用とともに、葉藍の相対売買も禁止され

た。藩は、東西に藍製場を設置し、藩内の葉藍の流通の統制とともに、藍玉の生産促進、そ

してその流通の統制を図ったのである。

　文化 8（1811）年ごろには、弓ケ浜半島で葉藍が大量に生産されるようになり、米子藍製場

が買い取った残りの藍を、藩外に売る事を許可している。また、藩内で生産した藍玉の藩外

への販売を許可される事例がでてきており、葉藍と藍玉の鳥取藩内での生産に余剰がうま

れたことがわかる。米子を中心とした、会見郡を含む伯耆西３郡は、米子藍製場において生

産した葉藍を原料として藍玉生産を継続し、藍玉の移入を禁じていたが、それ以外の倉吉を

中心とした伯耆東３郡と、藩東部の因州では、阿波など藩外からの藍玉の移入が許可される

ようになった。鳥取藩の幕末前後の産物出荷額を郡別に示した「因州分伯州分産物之品年中

出来几積帳」によれば、会見郡では綿関係の品の出荷量が最も多く、また「葉藍」も製品とし

て流通していたことがわかるⅹ。

　しかしながら、前節で触れたように、明治期以降、インド藍や合成藍が国外から流入する

にともない、全国的に国産藍の生産は減少する。それは鳥取、特に藍生産の盛んであった会

見郡においても同様であった。『米子市史』によれば、明治維新以降、県は綿業の不振を予測

し、代わりに養蚕業の振興を奨励したものの、明治 20（1887）年当時、同地の農家では表作裏

作での栽培が一般的で、綿と大麦、藍と菜種などを生産しており、自らの畑を桑畑へ転換す

ることに反対した、とある。ところが、明治末には、生糸輸出が増大するにともない、米子

を含む地域一帯では養蚕が盛んになり、なかでも弓浜地区は「養蚕王国」の異名を持つほど

であったというⅺ。同書において、米子一帯の藍作についての記載は、明治期の農家の状況

について触れられているだけであった。明治以降、弓浜地区をふくむこの地域では、綿と藍

の栽培から養蚕へと、大きく転換したことがみてとれる。　　　　　　　　（当館学芸課長）

ⅰ  ラフカディオ · ハーン『知られぬ日本の面影』明治 27（1894）年 My First Day in the Orient  に収録され
ている。 
ⅱ  長崎巌「「ジャパン・ブルー」の履歴書」『美しいキモノ』平成 29（2017）年 260 号、ハースト婦人画報、
84 〜 88 頁 
ⅲ  内務省に属し、衣服の裁縫などを担当した部署。
ⅳ  竹内淳子『藍Ⅰ』法政大学出版局、平成 3（1991）年、397 頁 
ⅴ  永原慶二『苧麻・絹・木綿の社会史』吉川弘文館、平成 16（2004）年、214 〜 215 頁
ⅵ  『鳥取藩史』殖産商業志二、鳥取県立鳥取図書館、昭和 44（1969 年）、138 〜 150 頁

※本稿は2017年9月23日（土・祝）〜 10月30日（月）の会期で開催した特別展「弓浜絣」に合わせて刊行した小冊子に掲載したテキストに、加筆・修正し、

再収録したものである。
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ⅶ  山中寿夫「鳥取藩における藍の統制について」『鳥取大学教育学部研究報告書　人文・社会科学』第
25 巻　第 1 号、昭和 49（1974）年、鳥取大学教育学部
ⅷ  『鳥取藩史』、142 頁
ⅸ  山中、前掲書、120 頁
ⅹ  新鞍拓生「徳川後期における鳥取藩領域経済と因伯木綿業の発展について」『大阪大学経済学』第 48
巻　第 2 号、平成 10（1998）年、82 〜 83 頁
ⅺ  『新修米子市史』第三巻、米子市、平成 17（2005）年、247 〜 249 頁 
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